































































本学期の両コースの受講者総数は上級Ⅰが 236名、上級Ⅱが 172名であった。このうち、158名（コース不明 2件を
除く）の回答があり、上級Ⅰでは 90名が回答、上級Ⅱでは 68名が回答した。また、非正規学生（2件）、国籍不明（4
件）を除外した。したがって、有効サンプル総数は 152件で、上級Ⅰ87件（有効回答率 36.9%）、上級Ⅱ65件（有効回
答率 37.8%）である。被調査者の国籍の内訳は、表 1のとおりである。レベル別と国籍の割合は下の円グラフに示す。 
表 1 国籍内訳（有効サンプル 152件中） 
国籍 総数 上級Ⅰ 上級Ⅱ 国籍 総数 上級Ⅰ 上級Ⅱ 
中国 65 (42.8%) 48 (55.2%) 17 (26.2%) マレーシア 2 (1.3%) 2 (2.3%) 0 
タイ 18 (11.8%) 1 (1.1%) 17 (26.2%) モンゴル 1 (0.7%) 0 1 (1.5%) 
韓国 16 (10.5%) 6 (6.9%) 10 (15.4%) シンガポール 1 (0.7%) 0 1 (1.5%) 
ベトナム 13 (8.6%) 8 (9.2%) 5 (7.7%) インド 1 (0.7%) 1 (1.1%) 0 
インドネシア 12 (7.9%) 7 (8.0%) 5 (7.7%) ナイジェリア 1 (0.7%) 0 1 (1.5%) 
ミャンマー 8 (5.3%) 6 (6.9%) 2 (3.1%) ドイツ 1 (0.7%) 1 (1.1%) 0 
台湾 6 (3.9% ) 4 (4.6%) 2 (3.1%) ベルギー 1 (0.7%) 1 (1.1%) 0 
バングラデシュ 5 (3.3%) 1 (1.1%) 4 (6.2%) 日本（タイ語） 1 (0.7%) 1 (1.1%) 0 
 
図 レベル別割合と国籍別割合 






















































  Bややそう思う（コード番号 5=5点） 
  Cどちらかといえばそう思う（コード番号 4=4点） 
  Dどちらかといえばそう思わない（コード番号 3=3点） 
  Eあまりそう思わない（コード番号 2=2点） 





その結果、問１、問６、問 11、問 12、問 16、問 19、問 20、問 21の８項目において帰無仮説が棄却され、有意差が認
められた（表３）。 
表３ 平均値と標準偏差、ｔ値一覧 
  全体(152名) 上級Ⅰ（87名） 上級Ⅱ（65名） ｔ検定 
  平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値(p<.05) 
問 1 4.54 (n=151) 1.24 4.36 (n=87)  1.24 4.78 (n=64) 1.19 2.10 
問 2 5.36 (n=152) 0.83 5.43 (n=87)  0.72 5.26 (n=65) 0.95 -1.20 
問 3 3.94 (n=152) 1.38 3.80 (n=87)  1.38 4.12 (n=65) 1.35 1.41 
問 4 4.01 (n=152) 1.13 3.91 (n=87)  1.10 4.14 (n=65) 1.15 1.25 
問 5 5.11 (n=150) 0.90 5.19 (n=85)  0.86 5.00 (n=65) 0.93 -1.27 
問 6 4.28 (n=152) 0.99 4.14 (n=87)  0.92 4.46 (n=65) 1.05 2.00 
問 7 5.03 (n=152) 0.88 5.10 (n=87)  0.77 4.92 (n=65) 1.00 -1.25 
問 8 4.49 (n=152) 1.29 4.34 (n=87)  1.36 4.69 (n=65) 1.15 1.65 
問 9 4.38 (n=152) 0.97 4.41 (n=87)  0.94 4.34 (n=65) 1.01 -0.47 
問 10 4.76 (n=152) 1.07 4.79 (n=87)  1.03 4.72 (n=65) 1.13 -0.40 
問 11 4.76 (n=152) 1.04 4.57 (n=87)  1.09 5.02 (n=65) 0.90 2.63 
問 12 4.78 (n=152) 0.95 4.61 (n=87)  1.03 5.02 (n=65) 0.75 2.66 
問 13 4.62 (n=151) 1.02 4.55 (n=87)  1.06 4.70 (n=64) 0.95 0.90 
問 14 4.02 (n=151) 1.28 4.07 (n=87)  1.14 3.95 (n=64) 1.44 -0.55 
問 15 4.52 (n=151) 1.15 4.49 (n=87)  1.11 4.55 (n=64) 1.20 0.28 
問 16 4.20 (n=152) 1.37 4.39 (n=87)  1.28 3.94 (n=65) 1.45 -2.02 
問 17 4.70 (n=152) 0.97 4.66 (n=87)  0.97 4.75 (n=65) 0.96 0.62 
問 18 3.97 (n=151) 1.26 3.84 (n=86)  1.25 4.15 (n=65) 1.26 1.53 




問 20 4.99 (n=152) 0.95 5.10 (n=87)  0.90 4.85 (n=65) 1.00 -1.66 
問 21 5.24 (n=152) 0.82 5.37 (n=87)  0.80 5.06 (n=65) 0.80 -2.31 
問 22 3.90 (n=152) 1.28 3.82 (n=87)  1.28 4.02 (n=65) 1.26 0.95 
問 23 4.25 (n=151) 1.32 4.16 (n=87)  1.41 4.38 (n=64) 1.19 0.98 
問 24 4.07 (n=151) 1.48 4.05 (n=86)  1.52 4.11 (n=65) 1.42 0.25 
問 25 4.14 (n=152) 1.31 3.99 (n=87)  1.33 4.34 (n=65) 1.27 1.63 











   
   
   
 









インターネット以外の方法で情報を収集する訓練も必要である。そのためには、図書館や SALC（Self access learning 
center）の幅広い利用方法について、十分な時間を割いて指導する必要があるといえる。 
   
   
   











のを利用しようとする学習者も少なからず存在することがわかる（問 11～問 16）。一方、レベル間を見てみると、問 11、
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4.4 情報の発信について 






ことも、好き嫌いが分かれるようだ（問 23、問 24、問 25）。つまり、学習者はメール、チャット、スカイプなどの単発
的で、短いメッセージの情報発信を好む傾向があり、ブログや新聞、HP といった、文章の推敲能力や多様なメディア
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